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　特別研究は、国内においてアメリカ地方行政の先行
研究を精査する作業から開始した。1998年4月一6
月のおよそ3ヶ月間、カナダとアメリカの地方行政に
関係するあたらしい資料の発掘と、それらの収集に努
力した。その際、1980年代以降、アメリカにおける
地方行政の研究は、一時期ほど活発でないという印象
をっよくした。これは、レーガン大統領が主唱した
「新連邦主義」に深く関係する現象と思われた。新連
邦主義では、中央政府が都市と直接、関係をもつこと
を回避しようとしている。地方行政は州政府を経由し、
アメリカ本来の連邦制にもどすというのが、レーガン
思想の基本である。そうした研究の低減という問題を
念頭にしながら、この時期、集めた資料を整理し「ア
メリカの自治と行政」（仮題）を上梓するための基本
的な枠組みをつくることに専念した。
　その後、1998年7月5日から7月23日には、、アメ
リカ西部の地方行政を実地に研究するためサンフラン
シスコに出かけ、カリフォルニア大学バークレーに付
属するlnstitute　of　Governmental　Studiesで資料の
検索と収集を試みた。ターゲットは最近の住民投票に
関する資料である。ちなみに言うと、このIGSはアメ
リカの地方行政に関係する膨大な資料をもつ機関とし
て著名である。ここでは、知己のネルソン・ポルスビ
ー所長をはじめ、多数のスタッフから助言を受けるこ
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とができた。ここから、カナダのBritish　Columbia
のUniversity　of　Victoriaに移動した。ここを拠点に
しながらカナダを含むアメリカ西海岸の地方行政資料
を渉猟した。合わせて、ワシントン州とオレゴン州な
ど、近接するアメリカの州政府に出かけた。シアトル
市では市役所職員と面接調査を実施することもでき
た。
　いったん帰国の後、1998年9月16日から10月11
日まで再度、アメリカに出かけた。この時期には東海
岸に滞在し、ノースカロライナ大学とドユーク大学を
中心に地方政府や行政の調査を進めた。ノースカロラ
イナ大学ではデール・ライト教授の計らいで、都合、
5都市で面接調査を行うことができた。ここでは、タ
ウンと呼ばれ市と同じ機能をもつまちを回って、アメ
リカ東部の地方行政の特色を探ることにした。その後、
ピッバーグ大学を経てボストンに回り、ハーバード大
学で畏友のポール・ピーターソン教授に面談した。
　ピッバーグ大学ではガイ・ピーターズ教授からの依
頼を受け、日本の地方行政を紹介する講演を行った。
また、ハーバード大学ではポール・ピーターソン教授
からアメリカ大都市の開発手法が、多分にわが国のや
り方を学んでいるという指摘を受け、この点をめぐっ
て数名の教授とファカルティ・クラブで意見を交わす
機会があった。
　1998年10月10日に帰国して以来、「アメリカの自
治と行政」と題する拙文の作成に取りかかっているが、
その一部は「アメリカ地方行政の道しるべ」としてま
とめることができた。これは、今回の特別研究をふま
えた成果である。まもなく、自治省の外郭団体である
市町村国際文化研修センターか発行す筍『国際研修』
に掲載される予定になっている。この小論を起点に、
っづけてアメリカ地方行政の仕組みと機能を上梓し、
研究書の刊行にこぎつけたいと考える。実りの多い1
年になった。この機会を与えていただいた明治大学社
会科学研究所をはじめ、政治経済学部の先輩や同僚に
感謝したい。
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